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ビ
ン
ト
ゥ
ア
ン
省
の
省
都
フ
ァ
ン
テ
ィ
エ
ッ

ト
市
。
ベ
ト
ナ
ム
の
沿
海
地
域
に
位
置
す
る
、

面
積
二
〇
六
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口

二
一
万
六
三
〇
〇
人
（『
ベ
ト
ナ
ム
行
政
地
図

集
』
ベ
ト
ナ
ム
資
源
環
境
・
地
図
出
版
社
、
二

〇
一
三
年
）
の
都
市
で
あ
る
。

　
二
〇
一
四
年
一
一
月
中
旬
、
ビ
ン
ト
ゥ
ア
ン

省
で
福
祉
関
係
の
調
査
を
行
う
目
的
で
同
地
に

入
っ
た
。
手
続
き
の
問
題
も
あ
り
、
準
備
の
余

裕
が
な
く
、
徹
夜
で
初
日
を
迎
え
た
。
朝
五
時

四
五
分
に
南
部
の
中
心
都
市
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を

自
動
車
で
出
発
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が

来
た
！
』
の
ヒ
ゲ
じ
い
に
似
た
サ
ボ
テ
ン
科
の

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
畑
な
ど
を
視
界
に
入
れ
な

が
ら
、
フ
ァ
ン
テ
ィ
エ
ッ
ト
市
に
入
っ
た
の
は
、

午
前
一
〇
時
四
五
分
頃
。
ま
ず
外
務
担
当
の
機

関
に
行
っ
た
が
、
通
常
は
直
接
会
っ
て
挨
拶
を

す
る
責
任
者
に
面
会
で
き
な
か
っ
た
。
当
日
、

同
市
内
で
外
国
人
が
亡
く
な
り
、
対
応
に
追
わ

れ
て
い
る
と
い
う
。
昼
食
を
挟
み
、
午
後
。
調

査
地
を
紹
介
い
た
だ
く
た
め
、
担
当
の
役
所
に

挨
拶
に
う
か
が
う
。
責
任
者
に
よ
れ
ば
、
当
初

予
定
し
て
い
た
農
村
部
で
は
な
く
、
都
市
部
を

調
査
地
に
と
の
こ
と
。
翌
日
も
内
部
の
手
続
き

を
行
う
た
め
、
調
査
を
開
始
で
き
な
い
と
い
う
。

具
体
的
な
調
査
地
は
こ
の
段
階
で
明
示
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
土
地
の
人
に
紹
介
い
た
だ

く
の
が
常
で
あ
っ
た
宿
所
に
つ
い
て
も
、
当
日

借
り
上
げ
た
車
の
運
転
手
の
奥
様
が
観
光
会
社

で
働
い
て
お
り
、
割
引
対
応
で
き
る
と
の
言
葉

に
乗
る
形
に
。
現
地
と
の
仲
介
役
を
担
う
同
行

チャンパのポーサヌー遺跡。主祠堂と小祠堂

北副祠堂（チャンパのポーサヌー遺跡） 遺跡の背景に広がる南シナ海
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の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
戻
る
自
動
車

に
同
乗
し
て
途
中
に
あ
る
故
郷
の
実
家
に
帰
る
こ
と
に
。

当
初
描
い
て
い
た
形
と
全
く
異
な
る
展
開
に
、
寝
不
足

も
手
伝
っ
て
し
ば
し
呆
然
と
な
っ
た
。

　
翌
朝
七
時
三
〇
分
。
少
し
で
も
時
間
を
有
効
に
活
用

し
よ
う
と
地
図
を
片
手
に
外
に
出
た
。
タ
ク
シ
ー
で
北

上
し
て
チ
ャ
ン
パ
王
国
の
ポ
ー
サ
ヌ
ー
遺
跡
へ
ま
ず
向

か
う
。
チ
ャ
ン
パ
王
国
は
ベ
ト
ナ
ム
の
中
部
、
中
南
部

地
域
に
二
世
紀
末
か
ら
一
〇
〇
〇
年
を
超
え
て
続
い
た
、

イ
ン
ド
文
化
を
取
り
入
れ
た
王
国
で
あ
る
。
一
五
分
く

ら
い
で
大
人
し
い
街
並
み
を
抜
け
て
到
着
。
一
万
ド
ン

（
小
袋
お
菓
子
二
つ
分
相
当
。
訪
問
時
一
ド
ル
約
二
万

一
〇
〇
〇
ド
ン
）
の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
い
、
同
区
域
に
入

っ
て
行
く
と
、
煉
瓦
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て
積
み
上
げ

た
、
チ
ャ
ン
パ
の
祠
堂
が
見
え
て
き
た
。
チ
ケ
ッ
ト
購

入
時
に
入
手
し
た
資
料
等
に
よ
る
と
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

に
由
来
す
る
シ
ヴ
ァ
神
を
祀
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
祠
堂

は
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
め
に
建
て
ら
れ
た
。
チ
ャ

ン
パ
の
建
築
様
式
と
し
て
は
早
期
の
も
の
と
い
う
。
ポ

ー
サ
ヌ
ー
遺
跡
で
は
、
祖
先
を
偲
び
、
加
護
、
幸
福
を

祈
る
カ
テ
祭
り
が
二
〇
〇
五
年
か
ら
復
活
さ
れ
、
毎
年

チ
ャ
ム
暦
の
七
月
一
日
（
陽
暦
の
一
〇
月
頃
）
に
あ
わ

せ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
丘
陵
上
に
あ
る
遺
跡
の
背
後
に

は
、
一
二
〇
〇
年
前
の
土
地
の
人
々
も
眺
め
た
青
い
南

シ
ナ
海
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
少
し
行
く
と
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
支
配
に
所ゆ

か
り縁
の
遺

構
も
。
現
場
に
立
つ
中
央
部
が
傷
つ
い
た
青
地
に
白
字

の
看
板
に
書
か
れ
た
説
明
等
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の

公
爵
が
一
九
一
〇
～
一
一
年
に
建
設
を
開
始
し
た
美
し

い
別
荘
が
こ
の
周
辺
に
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

ベ
ト
ナ
ム
復
帰
を
図
っ
た
フ
ラ
ン
ス
が
一
九
四
六
年
に

ズックタイン学校史跡

小学生が説明を熱心に聞いていた（ズックタイン学校史跡）

学校創設の発端となったグエン・トンの思いがこもる場所。往時には
読書、詩作、接客などに使用された（ズックタイン学校史跡）

ファンティエット市の海岸線。向かって左手にある丘陵にチャンパの　　　
ポーサヌー遺跡とフランス植民地支配所縁の史跡が見える

フランス植民地支配の跡
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同
別
荘
傍
に
駐
屯
所
を
構
築
し
た
。
し
か
し
、
一
九
四

七
年
六
月
一
四
日
、
フ
ラ
ン
ス
兵
に
偽
装
し
た
抗
仏
の

ホ
ア
ン
・
ホ
ア
・
タ
ー
ム
の
一
団
の
襲
撃
を
受
け
、
施

設
は
破
壊
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
兵
三
五
人
が
殺
害
も
し
く

は
捕
縛
さ
れ
た
。

　
ふ
た
た
び
市
中
心
街
へ
。
ズ
ッ
ク
タ
イ
ン
学
校
史
跡

に
向
か
う
。
同
史
跡
の
碑
文
等
に
よ
れ
ば
、
同
学
校
は

詩
人
、
愛
国
者
の
グ
エ
ン
・
ト
ン
の
子
息
、
グ
エ
ン
・

チ
ョ
ン
・
ロ
イ
と
グ
エ
ン
・
ク
イ
・
ア
イ
ン
ら
に
よ
っ

て
一
九
〇
七
年
末
に
建
て
ら
れ
た
私
学
校
（
～
一
九
一

二
年
）。
グ
エ
ン
・
タ
ッ
ト
・
タ
イ
ン
（
後
の
ホ
ー
・
チ
・

ミ
ン
）
が
、
父
親
の
知
人
で
詩
人
、
愛
国
者
の
チ
ュ
オ

ン
・
ザ
ー
・
モ
ー
の
仲
介
で
、
一
九
一
〇
～
一
一
年
の

時
期
に
先
生
を
務
め
た
。
タ
イ
ン
は
主
に
国
語
、
漢
文
、

体
育
を
教
え
た
。
一
九
一
一
年
二
月
に
こ
の
地
を
離
れ

た
タ
イ
ン
は
、
同
年
六
月
に
サ
イ
ゴ
ン
（
現
在
の
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
）
か
ら
渡
仏
の
船
路
に
就
く
。

　
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
門
を
潜
る
と
大
勢
の
小
学
生
が

木
造
の
建
物
内
で
長
椅
子
に
腰
か
け
て
ア
オ
ザ
イ
を
着

た
女
性
か
ら
説
明
を
聞
い
て
い
た
。
幼
稚
園
の
園
児
達
、

学
生
達
も
見
学
に
来
て
い
る
。
敷
地
内
を
一
回
り
し
た

後
、
マ
シ
ン
ガ
ン
を
持
っ
た
守
備
兵
の
脇
を
抜
け
て
外

に
。
道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
に
あ
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
博
物

館
に
入
る
。
す
ぐ
そ
こ
に
は
海
も
間
近
の
カ
ー
テ
ィ
川
。

漁
を
終
え
た
船
が
羽
を
休
め
て
い
た
。

　
館
内
を
見
学
し
た
後
、「
市
内
最
大
の
書
店
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
待
機
し
て
く
れ
て
い
た
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
に
お
願
い
す
る
と
、
南
部
の
中
心
都
市
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
で
も
お
な
じ
み
の
書
店
Ｆ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ａ
を
紹
介

さ
れ
る
。
行
っ
て
み
る
と
、
他
の
地
方
と
同
様
に
地
元

に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
籍
類
は
置
い
て
い
な
か
っ
た
。

　
書
店
が
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
出
る
と
、

関帝廟。多くの人が願い、祈る場所のひとつ

仏学寺。訪問出来なかったがこの先には教会がある 人々の暮らしを見守る観音菩薩。願い、祈る人の姿がここにも
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こ
こ
ま
で
付
き
合
っ
て
く
れ
て
い
た
タ
ク
シ
ー
が
い
な

い
。
料
金
を
支
払
っ
た
後
な
ら
分
か
る
が
、
ま
だ
だ
。

運
転
手
は
「
待
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
帰

っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
三
〇
分
し
て
も
、

一
時
間
た
っ
て
も
戻
ら
な
い
。
業
を
煮
や
し
て
近
く
で

客
待
ち
す
る
同
じ
タ
ク
シ
ー
会
社
の
運
転
手
に
同
社
の

電
話
番
号
を
聞
き
、
応
対
の
女
性
に
状
況
を
伝
え
て
消

え
た
運
転
手
を
探
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
す
る
。
し

ば
ら
く
待
っ
た
が
、
応
答
が
な
い
。
や
む
を
得
ず
、
再

度
同
社
に
電
話
を
し
て
宿
泊
先
の
受
付
に
代
金
を
預
け

る
旨
を
、
消
え
た
運
転
手
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
依
頼
す

る
。
傍
に
い
た
タ
ク
シ
ー
運
転
手
三
人
に
も
同
じ
こ
と

を
お
願
い
し
て
、
そ
の
場
を
離
れ
た
。

　
そ
の
後
、
先
の
書
店
で
紹
介
さ
れ
た
別
の
Ｆ
Ａ
Ｈ
Ａ

Ｓ
Ａ
へ
行
っ
て
み
た
が
結
果
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。

　
労
働
・
傷
病
兵
・
社
会
局
、
財
政
局
、
司
法
局
な
ど
、

公
的
機
関
が
立
ち
並
ぶ
グ
エ
ン
・
タ
ッ
ト
・
タ
イ
ン
通

り
を
歩
い
て
宿
所
へ
向
か
う
。
日
差
し
が
強
く
、
少
し

歩
く
だ
け
で
汗
が
目
に
入
る
。「
汗
を
多
く
か
く
人
は

弱
い
」。
あ
る
傷
病
兵
が
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

生
理
現
象
を
も
許
さ
な
い
の
が
戦
争
な
の
だ
ろ
う
。

　
ホ
テ
ル
の
受
付
で
事
情
を
説
明
し
て
タ
ク
シ
ー
代
二

九
万
ド
ン
を
託
す
。
休
憩
の
た
め
に
部
屋
に
戻
り
少
し

す
る
と
、
受
付
か
ら
「
タ
ク
シ
ー
代
は
二
八
万
ド
ン
で

す
」
と
の
連
絡
が
入
っ
た
。
事
の
仔
細
は
分
か
ら
な
い

ま
ま
。
し
か
し
、
消
え
た
運
転
手
は
四
〇
歳
で
三
人
の

子
供
が
い
る
と
言
っ
て
い
た
。
連
絡
が
つ
い
て
よ
か
っ

た
。

　
ど
の
土
地
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
人
々
の
暮
ら
し
、

事
情
が
あ
る
。
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